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研究成果の概要（和文）：本研究では、世界遺産登録によって文化の評価基準が一元化するリスクが伏在しているとい
う問題意識に基づき、世界遺産登録が地域にもたらす変容などについて、日本を含むアジア、ヨーロッパ等の諸地域で
調査を行った。その結果、登録以前の住民意識とは別に、登録後に、世界遺産の評価基準に、地域の自治体や住民が過
剰に同調するかたちで、地域のアイデンティティが再編成され、それは、日本を含む非欧米地域で特に顕著であること
が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study conducts a comparative survey in Europe and Asia about the social 
change caused after the registration on the World Heritage List to examine if the evaluation criteria of 
the UNESCO may standardize the diversity of cultural values. As a result, it is clarified that after the 
registration, local government and local residents around the World Heritage site tend to excessively 
adapt to the evaluation criteria of the UNESCO, especially in non-Western sites including that of Japan 
even if they more or less ignored its existence before.

研究分野：社会学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 日本では、1990 年代に、法隆寺のような
伝統的建造物から原爆ドームのような戦争
遺産にいたるさまざまな文化遺産が、ユネス
コ世界遺産に登録され、文化遺産への関心が、
急速に高まった。しかし、その当時、まだ、
人文・社会科学において、文化遺産が持つ社
会的意味について根本から問う研究は乏し
かった。ユネスコの保存基準を守るため、現
実に、住民が不自由な生活を強いられたり、
場合によっては、世界遺産登録によって、そ
れまで生活していたひとびとが事実上立ち
退きを余儀なくされる場合もある（例として
ポルトガルのエヴォラが挙げられる）。これ
は、ユネスコが、文化遺産の世界遺産登録の
十分条件として、「完全性」と「真正性」を
挙げていることに起因している。この十分条
件を満たすために、文化遺産は、世界遺産登
録が決まった時点での状態で、そのまま保存
されていくことが要求される。遺産を完全な
かたちで保存するために、住民の生活が犠牲
になることもありうる。これは、世界遺産と
いう国際的な制度が、社会問題を生み出す可
能性があることを示しており、まさに社会学
の研究対象として構成される意義があるの
である。 
 
２．研究の目的 
 ユネスコは、「グローバル・ストラテジー」
を掲げて、欧米圏以外における世界遺産登録
を増加させている。しかし、そこには、ユネ
スコの評価基準によって、文化的価値の評価
基準が一元化していくリスクが伏在してい
る。本研究では、世界遺産登録がもたらす地
域の変容がどのようなものであるか、経済開
発と世界遺産の保全の矛盾をはらんだ関係
性、および地域の集合的記憶と世界遺産登録
の関わりというふたつの視点から明らかに
することを目的とする。また、それによって、
文化的多様性のあるべき方向を明確にする
ための知見を提供していきたい。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、ユネスコ世界遺産条約につい
て、ユネスコ本部に聞き取り調査を行うとと
もに、ユネスコ世界遺産がもたらす地域社会
の変容について、地域ごとに、開発と世界遺
産の保全のふたつの論理の矛盾をはらんだ
関係性、地域の集合的記憶と世界遺産登録の
関わりというふたつの視点から、網羅的に調
査していく。調査地域のユネスコ支部や図書
館で、世界遺産にかかわる行政資料や地元紙
などの資料を収集するとともに、調査地域の
保存基準あるいは世界遺産登録申請の意思
決定のプロセスについて、関係者に聞き取り
調査を実施した。  
【調査の概要】 
（１）ユネスコ本部の博物館文化財課（パリ）
への聞き取り調査 
 国際機関であるユネスコが、世界遺産条約

の方針とくに、世界遺産条約の現代的課題に
ついていかに捉えているのか、という点につ
いて、ユネスコ本部の博物館文化財課
（UNESCO Section of Museums and Cultural 
Objects）において聞き取り調査を行った。 
 
（２）地域間比較調査 
 ユネスコ世界遺産登録は、各国の National 
Commission を通じて申請される。したがって、
調査地域の保存基準あるいは世界遺産登録
申請の意思決定のプロセスを明らかにする
ために、調査地域の National Commission と
連絡をとり、現地の聞き取り調査対象者の選
定（学芸員、行政担当者等）を行った。調査
地域における世界遺産の位置づけを明確に
するために、各調査地域の固有性に合わせた
質問票を作成し、各地域で聞き取り調査を行
った。また、調査地域の National Commission
や図書館で、世界遺産にかかわる行政資料や
地元紙などの資料を収集した。 
 下図のように、調査地域に関して、開発と
いう観点から 3つのタイプに、集合的記憶と
いう観点から 2つのタイプに分類し、網羅的
に調査した。 
 
 分類 調査地域 
開発 １）世界遺産登録

抹消された遺産 
ドレスデンの
エルベ渓谷（ド
イツ） 

２）世界遺産内に
おける開発 

パリのセーヌ
河岸、モン・サ
ン＝ミッシェ
ルとその湾（フ
ランス） 

３）世界遺産暫定
リスト記載の遺産 

九州山口の近
代化産業遺産
群（ただし、
2015 年登録）、
長崎の教会群
とキリスト教
関連遺産（日
本） 

集合的
記憶 

１）文化的アイデ
ンティティと世界
遺産 

プエンテ・ラ・
レイナ、アラカ
ラ・デ・エレナ
ーレの大学・歴
史地区（スペイ
ン） 

２）異文化の歴史
遺産と文化的アイ
デンティティ 

エル・ジェム
（ チ ュ ニ ジ
ア）、古代都市
ネセバル（ブル
ガリア） 

 
 
 
 
 
 
 



４．研究成果 
（１）開発と世界遺産 
 ユネスコの基準では、登録が決まった時点
での状態で、そのまま保存する「完全性」を
原則としているため、登録後、遺産に変更を
加えることは原則として許されない。このた
め、架橋など景観の変化をもたらす事業は認
められない。これは、歴史的遺産をめぐる従
来の研究では、開発と環境保全のふたつの論
理の矛盾として問題化されてきたが、世界遺
産の保護においては、この問題は先鋭的なか
たちであらわれる。この点について、次のよ
うに三つのパターンに分類して、調査した。 
  
① 世界遺産登録抹消された遺産 
 ドイツのドレスデン・エルベ渓谷は、かつ
て世界遺産であったが、新たな橋の建設が景
観を壊してしまうという理由で、遺産登録を
抹消された。 ユネスコ本部（パリ）におい
て、メティルダ・ロスラー氏, Deputy 
Director (Programme),UNESCO World 
Heritage Centre, への聞き取り調査を実施
し、合わせて、世界遺産登録抹消された地域
ドレスデン（ドイツ）について調査を行った。
ロスラー氏へは、世界遺産条約の現代的課題
および世界遺産登録と開発の両立に関して、
またドレスデンの登録抹消に関するユネス
コの見解について聞き取りを行った。架橋の
是非をめぐって、地域行政、地域住民、ユネ
スコの連携が失われたことにより、登録抹消
に至ったことが明らかとなった。 
 
② 世界遺産内における開発 
  ドレスデンは、新たな橋の建設により世
界遺産登録が抹消されたが、パリのセーヌ河
岸では駅周辺部の開発や新たな橋の建設な
どの事例も見受けられる。また、「モン・サ
ン＝ミッシェルとその湾」（フランス）にお
いては、桟橋の建設によって干潟に土砂が堆
積し、景観が維持できないとし、周辺の水流
の適正化に関する整備が進められている。建
造物のみならず、その緩衝地帯において、地
域整備および観光開発を進める場合、遺産の
「完全性」に関してはいかに堅持されていく
のか、比較考察した。 
 
③ 世界遺産暫定リスト記載の遺産 
 世界遺産に登録されるためには、ユネスコ
の基準に合致したかたちで申請を行い、地域
の管理もそのために計画されなければなら
ない。研究計画では鎌倉を調査対象としてい
たが、2013 年イコモスより不登録勧告を受け、
推薦を取り下げたため、対象を「九州山口の
近代化産業遺産群」に変更した（ただし、調
査実施は 2013 年、その後 2015 年登録される）。
萩は「九州山口の近代化産業遺産群」の構成
資産である萩反射炉、大板山たたら製鉄遺跡、
松下村塾等を有する。ユネスコの登録基準に
基づいて登録資産が決定しており、必ずしも
地域固有の価値が重視されているわけでは

ない。恵美須ヶ鼻造船所跡（萩市）に関して
は、建造物が全く残されているわけではない
が、「跡地」としての整備が進められていた。
また、「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」
に関しては、堂崎教会、旧五輪教会堂等五島
市におけるキリスト教関連施設を調査した。
また、地方公共団体における世界遺産化の取
り組みや課題について聞き取り調査を行っ
た。とりわけ、世界遺産登録に関して、地域
振興と結び付けることと、観光圧力から地域
住民の生活、信仰の場を保護することの両立
等の課題があることが明らかとなった。 
 
（２）集合的記憶と世界遺産 
「(1)開発と世界遺産」が、経済的側面を中
心に調査するのに対して、ここでは、集合的
記憶と世界遺産制度という観点から地域住
民と世界遺産との関係について問うた。具体
的には、かつての地域の中心地域がいかなる
程度で集合的な記憶の場となっているのか
について、次のような二つのタイプについて
調査した。 
 
① 文化的アイデンティティと世界遺産 
 プエンテ・ラ・レイナ、アラカラ・デ・エ
レナーレの大学・歴史地区（スペイン）にお
いて、「集合的記憶」という観点から調査を
行った。プエンテ・ラ・レイナは「サンティ
アゴ・デ・コンポステーラの巡礼路」の途上
に位置する橋で、巡礼の宿場の街にある。ま
た、アラカラ・デ・エレナーレの周辺地域は
1960 年代に自動車産業の集積地となり、スペ
イン国内からの人口流入が激しく、大規模な
集合住宅開発がなされた。宅地造成でかつて
の大学都市が消滅しないよう、その保存運動
へと発展したことによって、世界遺産登録が
実現した。現在は、建造物は保存され、正面
に案内板が設置されてはいるものの、人の往
来はほとんどない状態であった。 
 
② 異文化の歴史遺産と文化的アイデンテ
ィティ 
 チュニジアにおいて、UNESCO ナショナルコ
ミッションおよび国立遺産協会にて聞き取
り調査を行った。また、ローマ帝国の遺跡で
あるエル・ジェムの円形劇場に関して、異文
化の歴史と地域アイデンティティという観
点で調査を行った。エル・ジェムの円形劇場
は、現在、屋外のコンサートホールなどに活
用されており、大臣の演説、国旗の掲揚など
も含めたイベントが執り行われる会場とな
っていた。異文化の遺産というよりは、遺産
の「美」としての価値が評価されていた。 
 古代都市ネセバル（ブルガリア）もまた、
時代によって異なる支配下におかれていた
ため、異文化の遺産が残されている。ローマ
帝国の遺産、6世紀から 19 世紀のキリスト教
関連建造物が現存している。1983 年、それら
を構成資産として世界遺産に登録された。現
在は黒海のリゾート地として開発され、土産



物屋、レストラン、ホテルなどがその半島に
ひしめき合っている。一方で、ローマ帝国の
遺跡が必ずしも世界遺産に登録されている
わけではない。ブルガリアの首都であるソフ
ィアの市街地に位置する旧共産党の建物の
地下道には、遺跡が残されているが、土産物
の商店と並列していた。 
 大規模開発の際に取り壊されてしまうの
か、あるいは、保存運動へと発展する可能性
があるのか、注視していきたい。 
 
 以上のように、「開発」「集合的記憶」とい
う観点から世界遺産登録と地域社会の関係
を比較考察した。その成果より、登録以前の
住民意識とは別に、登録後に、世界遺産の評
価基準に、地域の自治体や住民が過剰に同調
するかたちで、地域のアイデンティティが再
編成され、それは、日本を含む非欧米地域で
特に顕著であることが明らかになった。また、
世界遺産制度は、建造物の技術的修復・保存
をめざすだけではなく、社会の再生とりわけ
戦後、被災後の復興と深く関わっていること
が明らかとなった。今後は、世界遺産制度の
ような文化的制度が、戦災や自然災害の荒
廃からの再生にいかに役立っているのかと
いう点に関して研究を展開していく予定で
ある。 
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